
◆本市の特別職報酬等について（平成２９年４月１日現在）
１．月例給・期末手当

ア　特別職給料・議員報酬の状況 イ　その他の手当の状況

（単位：円）

区分 給料・報酬月額 区分 地域手当

市長 955,000 市長 給料月額の６％

副市長 785,000 副市長 給料月額の６％

教育長 716,000 教育長 給料月額の６％

常勤監査委員 654,000 常勤監査委員 給料月額の６％

水道事業管理者 654,000 水道事業管理者 給料月額の６％

議長 663,000 議長 なし

副議長 593,000 副議長 なし

議員 573,000 議員 なし

ウ　年額

地域手当 計① 月例給②（①×１２月） 計（②＋③）

市長 57,300 1,012,300 12,147,600 （955,000＋57,300）×1.2×4.2＝ 5,101,992 17,249,592

副市長 47,100 832,100 9,985,200 （785,000＋47,100）×1.2×4.2＝ 4,193,784 14,178,984

教育長 42,960 758,960 9,107,520 （716,000＋42,960）×1.2×4.2＝ 3,825,158 12,932,678

常勤監査委員 39,240 693,240 8,318,880 （654,000＋39,240）×1.2×4.2＝ 3,493,930 11,812,810

水道事業管理者 39,240 693,240 8,318,880 （654,000＋39,240）×1.2×4.2＝ 3,493,930 11,812,810

議長 － 663,000 7,956,000 663,000×1.2×4.2＝ 3,341,520 11,297,520

副議長 － 593,000 7,116,000 593,000×1.2×4.2＝ 2,988,720 10,104,720

議員 － 573,000 6,876,000 573,000×1.2×4.2＝ 2,887,920 9,763,920

２．退職手当

エ　算定方法

　　給料月額×在職月数（最大４８月）×支給割合　※千円未満切捨

オ　退職手当額

区分

市長 16,502,000

副市長 13,564,000

教育長 12,372,000

常勤監査委員 11,301,000

水道事業管理者 11,301,000

議長

副議長

議員

654,000×48月×16/100＝

654,000×48月×16/100＝

なし

なし

なし

716,000×48月×16/100＝

955,000

785,000

716,000

654,000

654,000

663,000

593,000

573,000

退職手当額（任期満了時）

955,000×48月×36/100＝

785,000×48月×20/100＝

報酬月額×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

報酬月額×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

報酬月額×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

区分
月例給 年額

給料・報酬月額 期末手当③

（給料月額＋地域手当）×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

期末手当

（給料月額＋地域手当）×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

（給料月額＋地域手当）×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

（給料月額＋地域手当）×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）

（給料月額＋地域手当）×職務加算（１．２）×支給割合（４．２月）


